
芭蕉の句の引用

　　　草案作成グループによる憲章案
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・さわやかな自然を　いつくしみ　みんなが憩える　うるおいのあるまちをつくります
・歴史をとうとび　にぎわいと祭り　下町情緒あふれる　文化のまちをつくります
・ひとびとが　こころを寄せあい　なごやかにささえあう　あかるいまちをつくります
・ともにまなび　夢かたりあい　あいはぐくみ育つ　すこやかなまちをつくります
・ひととふれあい　世代、地域をむすび　世界へはばたく　新しいまちをつくります

　わたくしたちの台東区は、季節毎の花と緑に恵まれ、川の流れの潤いの
豊かな自然とともに生きるまちです。
　歴史と伝統にあふれ、多くの芸術・芸能の発信をし、粋でいなせな町人文
化を受け継いできた人情のあふれるまちです。
　この台東区を次の世代につなげていくために、この憲章を定めます。

・歴史や文化を　大切にまもり　いにしえの残る　こころゆたかなまちをつくります
・おもてなしの心で　ひとを迎え　笑顔あふれる　にぎわいのあるまちをつくります
・老いも若きも　おたがいさまで　人情あふれる　たすけあいのあるまちをつくります
・緑や自然を　いとおしみ　はぐくみ　うるおいのあるまちをつくります
・人とのきずなを　大切にまもり　ともに学び働く　明るいまちをつくります

・ わたしたちは　祭りや市を大切にする楽しいまちにします
・ わたしたちは　いにしえの知恵と技が生きた懐かしいまちにします
・ わたしたちは　思いやりともてなしの心でやさしいまちにします
・ わたしたちは　助け合いとあいさつを忘れないあたたかなまちにします
・ わたしたちは　緑を育て、大切にするさわやかなまちにします
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案

　　松尾芭蕉が「花の雲　鐘は上野か 浅草か」と詠んだ
　わたくしたちのまち、台東区は、すぐれた芸術芸能を生み
　四季折々の祭りが今も息づく、粋で人情のあつい江戸下町
　文化を受けついできました。
　　わたくしたちは先人が築いた多様な地域の文化、伝統、絆、
　自然を誇りに思い、この歴史を未来に託し憲章を定めます。

・歴史をとうとび　香り高い文化を大切にはぐくむ　美しいまちにします
・おもてなしの心で　いきいきとにぎわいのある　あかるく楽しいまちにします
・おたがいがいたわり　助けあい　思いやる　やさしくあたたかいまちにします
・花とみどりと水をいつくしみ　やすらげる　さわやかなまちにします
・ともに学び　ふれあい　支えあう　夢と生きがいのあるすこやかなまちにします

　花の雲　鐘は上野か　浅草か　　松尾芭蕉
　台東の大地は大江戸の下町文化のふる里です。
　上野の杜や隅田の流れがいきづくまちです。
　江戸の歴史、江戸しぐさ、いきな風情が薫るまちです。
　知恵の夢ある祭りと匠、いきいきにぎわい楽しく、喜び集うきずなのまちで
す。
　つぎの子たちに和みの心を伝えます。

・うけついだ　たからもの　いきがいのある　夢のまちをめざします
・いきいき　ふれあいもてなし　心いき　にぎわうまちをめざします
・ささえあい　思いやり　ともに暮らせる　やすらぐまちをめざします
・緑のそよ風　さわやかに　水べかがやく　うるおうまちをめざします
・いつくしみ　育みあかるく　健やかに　きずな豊かな家庭をめざします

　台東区は、季節の花や木と水にめぐまれ、先人からひきついだ歴史、伝
統、芸術のまちとして、愛されてきました。
　わたしたちは、こころいき豊かな人情と、ふれあいの気持ちを大切に、み
ずからも明るく、活気あふれるいきいきとしたまちづくりをしていきます。
　台東区民としての誇りを持ち、みずからが学び、知恵をだしあい、うるお
いのある生活文化の継承と発展を願い、魅力あふれるまちづくりをすすめ
ていくことを誓い、ここに台東区民憲章を定めます。
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　先人が築いた地域の文化や伝統の中で暮すわたしたちには、浅草の
市、上野の桜、隅田川の流れは、心の拠り所です。
　まちは、四季の恵みの中の賑いは緑や祭りに映え、多くの人々の喜びと
なります。
　喜びは夢と希望をはぐくみ、いきいきとしたまちを生みます。
　これからもいきいきとしたまちをめざし、区民憲章を定めます。
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